
2024年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL55124A42）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ザンビア G153 音楽 個別 新規 2年 ・2025/1 ・2025/2

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

ドミニカン・コンベント中等学校

3）任地（ コッパーベルト州ンドラ市 ） JICA事務所の所在地（ ルサカ州ルサカ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 7.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

1936年に設立されたキリスト教系の女子校で、教員約40名、8～12年生(日本の中学2年生～高校3年生)の生徒477名が在
籍する。「個人の成長と地域社会への還元のための学び」をモットーとし、校内美化が保たれ学習環境が整備された学
校である。中等部は音楽と体育が必須科目、高等部になるとどちらかの選択制となる。音楽の授業で使用できる楽器は
ピアノ、ギター、サックス、トロンボーンで、敷地内の講堂にあるグランドピアノは、発表会や学内のイベントで使用
可能である。年間予算は約1,400万円。過去に理数科教師、理科教育(2名)、PCインストラクター(2名)、コンピュータ技
術の隊員が活動した。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同校は、教育省のカリキュラムに基づき体育や音楽の授業を適切に時間割に反映し、生徒の成長に合わせた体力作りや
音楽への造詣を深める教育など、主要科目以外も大切に考えている。生徒の中には、卒業後に音楽大学を志す学生もお
り、音楽の授業においては更に質の高い指導が必要となっている。要請されたJICA海外協力隊には、理論や歴史などの
講義の他、生徒のレベルに合わせて基礎的な演奏法から、より高い演奏技術に係る指導法が期待されている。授業だけ
でなく、ブラスバンド部の更なる活性化や地域活性化を目的とする地域コミュニティと共催のイベントへの参加も期待
されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 8～12年生(日本の中学2年生～高校3年生)を対象とする音楽の授業
2. 生徒のレベルに合わせ、楽器の正確な演奏指導とより高度な演奏技術の指導
3. ブラスバンド部の指導
4. 近隣コミュニティとの共同イベントへの参加や企画提案

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

ピアノ1台、キーボード2台、ヴァイオリン2挺、ギター3本、サックス3本、トロンボーン5本、トランペット2本、ドラ
ム1セット(テノール以外)、アフリカ太鼓2台、音楽の教科書

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:中等学校教員42名(男女、30～50代)
内、音楽教員2名(女性、30～50代)

活動対象者:8～12年生の生徒約100名

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


ブラスバンド部員24名

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（中学校又は高等学校教諭（音楽））

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（短大卒）音楽　備考：学校教育であるため

[経験]：（教員経験）3年以上　備考：指導法の改善に必
要なため

[汎用経験]：

　・打楽器の指導経験

　・管楽器の指導経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（5～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
・赴任後、現地語学訓練(ベンバ語)を行う予定である。
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